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1. はじめに 

文書解析の手法として，潜在意味解析が提案さ

れている．これは，文書データに潜む意味を統計

的に解析する方法であり，自然言語処理の分野で

開発された．近年では，文書データに限らず，購

買データにおけるユーザーの嗜好なども研究の

対象となっている．そこで本研究は，従来の手法

で課題とされてきた点を解決する方法として，統

計的潜在意味解析手法の一つである混合ユニグ

ラムモデルを質問紙調査データに適用し，その分

析可能性を検討する． 

 

2. 本研究の基本的な考え方 

潜在意味解析では，複数の単語の共起性によっ

て推計される情報を「潜在的意味」と考える．混

合ユニグラムモデルでは，トピックごとに異なっ

た単語分布を持っているとし，文書集合からトピ

ックとトピックに含まれる単語を推計する．本研

究では，質問紙調査における質問項目に対する，

複数の選択肢の共起性によって推計されるトピ

ックを「潜在クラス」と考える．その上で，各ク

ラスにおける特性（クラス，回答の傾向）を明ら

かにする． 

 

3. 分析手法 

質問紙の回答者を dとし，質問項目についての

クラス k に関する選択肢分布をk=(k1,…,kV)と

する．選択肢とは，性別を質問した場合の「男性」

や「女性」のことである．ここで，kv=p(vk)は，

クラス kにおいて，選択肢 vが出現する確率であ

る．k=p(k)は，回答者にクラス kが割り当てら

れる確率である．混合ユニグラムモデルを用いる

と，クラスごとに異なる選択肢分布k を持つた
め，それぞれのクラスで出やすい選択肢を表現
できる．パラメータ，が与えられたときの回
答者 d が wdを回答する確率は以下のように定
式化される． 
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 ここで，Ndv は回答者 d について，選択肢 v

が現れる回数を表す．本研究では混合モデルの
パラメータを最尤推定する方法として EM アル

ゴリズムを用いる． 

 

 

 

4. 事例分析 

2016年 10月に大山町で実施した地域運営組織

に関する質問紙調査の結果に対し，モデルを適用

する．質問は 25 項目，選択肢の合計は 196 個で

ある．質問紙の回答者数は，N=153 であった． 

 分析の結果，3 つのクラスに分類された．回答

者の基本的な情報を図 1に示す．クラス 1 は「男

性」，「60 代・70 代」，「無職・年金生活者」で，

「平日と休日の外出が多い」ことが明らかになっ

た．クラス 2は，「女性」，「60 代・70代」，「無職・

年金生活者」で，「外出が少ない」ことが明らか

になった．クラス 3 は，「40代・50代」，「会社員」，

「核家族世帯」，であることが明らかになった．

また，組織が運営する施設の認知度と利用頻度に

ついての結果を図 2に示す．図 2 より，クラス 3

は「施設を定期的に利用している」こと，クラス

1 は「施設を利用していない」ことが明らかにな

った． 

同データに対し，k-means 法による非階層型ク

ラスター分析を適用した結果，類似した結果が得

られたことから，混合ユニグラムモデルによる質

問紙調査データ分析は有用であると考えられる．

また，クラスター分析と違い，計算結果により最

適なクラス数を求めている点において本研究の

アプローチが優れていると考えられる． 

 
図 1 回答者の性別・年齢・職業 

 
図 2 回答者の施設利用の有無 


